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上度合いで行った。ここで実施した診断タスクは、6 クラス（5 病害＋健全）合計 36,000
枚のきゅうり葉画像を最先端の CNN モデルである EfficientNet 識別器で学習、別圃場の
約 10,000 枚画像を評価するものである。LASSR による超解像画像は ESRGAN のような
artifact 発生がなく、FID 指標でも画質の優位性を示した。また LASSR を用いて 4×4 倍
の超解像処理を施した画像を、学習画像に適用した場合、超解像処理を行わない場合に比
べて平均精度で約 21％の性能向上（64.9%→86.0％）を果たした。この数値は同条件の










して活用することができる。きゅうり病害 5 クラス計 12,000 枚を ResNet101 識別器に学
習し、別の圃場の画像 4400 枚を評価する評価タスクにおいて、LeafGAN による data 





























LASSR は、既存の最先端の超解像技術 ESRGANで時折発生してしまう artifact を抑制す
るとともに、より高精細な画像を生成できる。またこうして得られた超解像画像を学習に
用いることで大幅な診断精度向上を実現したことは、実用上の大きな貢献である。 
  
３．同技術実現のための高精細な学習用画像生成技術の開発 
 提案された LeafGANは、高精細で自然な病害画像を「生成」することが可能であり、そ
れを識別器の学習に用いることで識別精度を大幅に向上させることができることを示した。
これは従来の機械学習技術での実現が難しく、植物病自動診断技術にとって極めて大きい
貢献である。また、この考え方は他の分野にも活用できる汎用的な機械学習技術である。 
 
以上のように、本論文は深層学習技術を応用し、実用的な植物業自動診断技術の方法論を
確立したものである。その貢献は当該分野の発展に大きく寄与するものであると認められ
るとともに、植物病害の診断以外の幅広い分野にも応用可能である。 
また本論文を中心に、関連する学問領域の口頭試問を、外部識者を含め行った結果からも
申請者が十分な学識を有していると判断された。 
 
よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（工学）の学位値するとの結
論に達した。 
（報告様式Ⅲ） 
